
本シリーズについて

建築を視ることには、二つの目的があると考える。ひとつは、「歴史を知るため」。もう一

つは、「鑑賞するため」。

しかし、公開される多くの文化財建造物では、往時の様子を再現しながら、その歴史の紹

介をするに留まっている。果たして、建築の鑑賞は、いかにして可能だろうか。そもそも言

葉のもつ限界もある。そこで、空間でみせることを生業にしている黒田瑞仁（演出家）、渡辺

瑞帆（

建築家）の二人とともに、
年秋より「家を渉る劇」という活動を

スタートさせた。文化財建造物を活用して、演劇をおこなうに至ったのは、そこに「演出」

というプロセスが介在することに尽きる。そのプロセスが、気付かぬ見方を発見し、さらに

はその具体的な共有方法までを提示可能な、実践となり得ると考えたからである。この活動

では、外環境を一切遮断できる劇場とは異なり、演出家には既存を活かすという思考のスイッ

チが必要となる。そうした通常の建築見学とは異なる経験を強いることで、建築を知るとい

う経験を超えた、鑑賞体験をもたらしたいと考えている。

本活動が上演中の間だけでも「家」を、凍結された歴史から解放して、演劇を、そして建

築を鑑賞する場を提供できないかと思い、この活動を続けていく。

二〇一八年十月吉日

企画者のひとり　
本橋仁

　
本日はご来場いただきありがとうございます。

　
ゲッコーパレードは常に、演劇は見るのではな

く体験するものだと考えています。この公演の一

番最初のアイディアは「冒険すること」。それがで

きる戯曲を探しました。『リンドバークたちの飛行』

はラジオ教育劇であり、劇場という上演場所を想

定しないこの戯曲はどこにでもインストールが可

能で、「このシリーズについて」で触れるような、

観客による演劇や建築の体験に最適なものでした。

　
あらすじは「リンドバークが大西洋を横断する」

という単純なものですが、補足すれば唯一「
イ

デオロギー」は科学による自然の超越を謳ってい

ます。「明日にはもう君たちは僕の飛行を笑うだろ

う」という台詞は、「
まだ到達しえぬものについ

ての報告」のタイトルと併せて、ブレヒトの文明

に対する冷静な眼差しが感じられるようです。

　
みなさま、どうぞ足元にお気をつけて。新しい

場所に踏み入れる楽しみと危うさを、リンドバー

クと共にお楽しみください。
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Lindbergh's Flight
Written      by Bertolt Brecht
Translated by Tatsuji Iwabuchi

作：ベルトルト・ブレヒト　
訳：岩淵達治

design: Jin Motohashi

T rans -R e s id en t i a l  Th ea t r e
About the “Trans-Residential Theatre” project.

早稲田大学演劇博物館開館 周年
年 度 秋 企 画 展

現代日本演劇のダイナミズ イベント

謹告市松構成・演出・振付、崎田出演

砂と水玉新作シリーズ『透明な森』

『しらないわすれたおしえない』

月
日
金

市松構成・演出・振付

『

』

月
日
水

会場：綜合藝術茶房喫茶茶会記
四谷三丁目

本橋仁・担当展覧会

世紀末ウィーンのグラフィック

～デザインそして生活の刷新に向けて～

月
日（土）～
月
日（日）

主催　京都国立近代美術館

　読売新聞社

早稲田大学演劇博物館開館 周年
年度秋 企画展　現代日本演劇のダイナミズ

会期 開催中 年 月 日 日
・金 日 まで

館日 月 日 金 日 水 日 水 月 日 水 日 水
日 日 年 月 日 日

会場 早稲田大学演劇博物館 企画展示
企画協力 京子 演劇ジ ナリスト 木 家 主
空間 山至 舞台美術家 中 友美 舞台美術家

プチ・パトロンチケット収益利用報告

　年
月
日音響機材
アナログミキサー
購入費として

円

　年
月
日照明協力スタッフ人件費
一部
として

円

年
月
日オルガン運搬費として

円

　年
月
日照明借用費として

円

　年
月
日照明機材購入費として

円

　年
月
日音響機材
パワードスピーカー
購入費として

円

観劇の際に皆様からお支払いいただくチケット代金は、作品を創造・上演する

ための会場費・人件費・舞台費・文芸費・製作費として充てさせていただいて

おります。皆様の観客としての参加が芸術活動を支えています。この場を借り

て御礼申し上げます。

　
　

埼玉県蕨市 町 旧加藤家住宅

渡辺瑞帆担当プロジェクト

月
日（月）～
年
月
日（土）

「関野吉晴ワンダースペース」
武蔵野美術大学美術館

会場構成
月
日
水
～
年
月
日
月

『オイディプス

』

空間構成

早稲田大学 博士 演劇博物館
東京都新宿区西早稲田
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リンドバークの自己紹介

すべての人への呼びかけ　
続いてアメリカ

の新聞は飛行士の暴挙を称える

ニューヨークが航行中の船舶に発信

夜には吹雪が襲来

眠りイデオロギー　
鋼鉄による神の克服、

あるいは幼稚さとの戦いについて

海水すれすれの飛行

幸運児の思い

リンドバークとエンジンの対話

まだ到達しえぬものについての報告

飛行士リンドバークの

ニューヨークからヨーロッパへの飛行開始

飛行士たちはほとんど全航程を

霧と戦わねばならなかった

全飛行中すべてのアメリカの新聞は

たえまなく飛行士の幸運を口にした

スコットランドの岸辺近くで、

ついに漁師がリンドバークを見つける

飛行士チャールズ・リンドバークの

パリ近郊ル・ブールジェ飛行場への到着

フランスの新聞の報道では、飛行士たちは

このようにして、上からは嵐、周囲からは

ナンジェッセーの幽霊に脅かされながら飛

行をつづけた

パリ近郊ル・ブールジェ飛行場では

一九二七年五月二十一日の深夜、大群衆が

アメリカの飛行士たちを待っている

黒田瑞仁　
演出家（演劇）

年生。少年期をオースト

ラリアで過ごす。大学院で建築学を

修めた後、演劇の世界へ。
年

のゲッコーパレード旗揚げ以来、全

公演の演出を担当。上演場所と戯曲

の組み合わせにこだわった演出を行

う。埼玉県蕨市の木造家屋、旧加藤

家住宅管理人。

古賀彰吾　
演出家・パフォーマー

（演劇・大道芸）
年生。

東京都出身。座・高円寺劇場創造ア

カデミー卒。同アカデミー修了生に

て劇団ドクトペッパズを結成。

年より北区文化芸術活動拠点ココキ

タのレジデンスアーティストとな

る。また、大道芸人《せせらぎ》と

して各地でパフォーマンスやワーク

ショップを行っている。

渡辺瑞帆セノグラファー（建築）東

京で生まれ育ち建築を学び少し

研究をする。
年よりフジワラテッ

ペイアーキテクツラボ一級建築士事務

所に所属。

年贅沢貧乏、

年無隣館
期を経て
年より青

年団演出部。場所を読み込み活かしな

がら建築やアート作品や舞台作品の設

計をしている。

本間志穂　
ピアノ演奏・

美術作家
音楽・美術

年生。東京都出身。音楽

大学を卒業後、神保町にある美

学校で現代美術のクラスを受

講。現在は音楽会の企画やイン

スタレーション制作など分野を

限定しない姿勢で取り組んでい

る。
年
月ギャルリイグ

レグ八ヶ岳にて初の個展「静か

な変奏」を開催。

柴田彩芳　
現代美術家（美術）

年生まれ。栃木県出身。現代美術

家。京都造形芸術大学大学院、油画専攻卒

業。絵画における人の視覚の可能性をテー

マに、フィールドワークを通して絵画や

インタレーションを制作している。

年

に入賞。

その後東京スパイラルギャラリー、京都で

は

で展示。現在は京都

のアトリエにて制作。
年
月よりゲッ

コーパレードに所属。

市松演出家・パフォー

マー（舞台芸術）

年生。「舞台芸術の学校」

にてコンテンポラリーダン

ス、ヴォイスパフォーマンス

などの身体表現を学んだ後、

年「砂と水玉」を立ち上

げる。ダンス、演劇といった

ジャンルの境界を越えて作品

の発表を行なっている。

河原舞　
俳優（演劇）／出演

年
月
日生まれ。大阪府吹田市出身。俳優。京

都造形芸術大学舞台芸術学科卒。
年の戯曲の棲む

家シリーズからゲッコーパレードのメンバーとして本格

的に始動。空間に縛られない芝居を模索している。身長

。

崎田ゆかり　
俳優（演劇）／出演

年
月
日生まれ。石川県金沢市出身。同志社女

子大学国際教養学科卒。大学時代は京都で活動。
年

ゲッコーパレード立ち上げから、場所や空間に目を向け

るようになる。女優ではなく俳優でありたい。たまに絵

を描き、工作をする。

山本瑛子　
俳優（演劇）／出演

年生まれ。大阪府出身。２つの公共劇場の演劇学校

を経て、俳優として活動中。普段は美術館の監視員。人

間への興味が表現の原動力。

　
ファッションブランド／衣装提供・グッズ

年～服飾家・森弓夏によるファッションブランド。

物体としての服にとどまらない表現や、物語を感じさ

せるディティールが特徴。思わず服について話したく

なるような、着る人
見る人の感情に働きかける衣服

の提案。旧加藤家住宅の間取りをデザインした、ゲッ

コーパレード
シャツ販売中です。

本橋仁　
研究者（建築）／企画

京都市左京区在住。建築の歴史が専門で、煉瓦（
）

で工学の学位をもらう。煉瓦も好きだが同じくらい、

と

をこよなく愛する。いまは、美術館で

展覧会などつくる。一応、篠笛がふける。

早稲田大学演劇博物館

新宿から発信する

「国際演劇都市

」

プロジェクト実行委員会

平成
年度文化庁　
地域と共働した

美術館・歴史博物館創造活動支援事業

本橋仁、渡辺瑞帆、黒田瑞仁

鈴木麻友
齋藤優香

芹澤悠
瀬尾憲司

本橋仁

主催助成企画
衣装提供

照明協力

照明オペレーション

音響オペレーション

写真・映像
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